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今月
の一冊

　
s
u
m
i
k
a
は
、
本
屋
と
も
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
と
も
少
し
違
う
。
本
を
読
ん
で
も
、
話

を
し
て
も
大
丈
夫
。
こ
こ
で
は
本
が
買
え
る

だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
に
お
す
す
め
の
本

を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　
「
何
気
な
く
立
ち
寄
っ
た
と
き
に『
こ
ん
な

本
も
あ
る
ん
だ
な
』と
、子
ど
も
か
ら
年
配
の

方
ま
で
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
本
を
置

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
中
西

さ
ん
は
、
昼
間
は
都
心
の
大
型
書
店
の
書
店

員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
週
末
の
夜
に
国
立

本
店
でsum
i
k
a
を
開
室
し
な
が
ら
、「
な

り
た
い
本
屋
の
姿
」
を
日
々
模
索
し
て
い
る

と
い
う
。

　
本
の
詰
ま
っ
た
本
棚
に
は
い
つ
も
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
同
時
に
、
本
に
囲
ま
れ

た
空
間
は
ど
こ
か
人
を
ほ
っ
と
さ
せ

る
。
そ
ん
な
驚
き
と
安
心
感
が
共
存

す
る
s
u
m
i
k
a
。
金
曜
日
の
夜
に

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
入
店
は
無
料
）

『地下鉄』
ジミー著、宝迫典子訳
（小学館 ¥1404） sumika

国立市中1-7-62（国立本店）
☎042-575-9428
［OPEN］19:30 -22:30（毎週金曜日）
告知は　 国立本店からご覧ください。

増田書店
国立市中1-9-1  ☎ 042-572-0262
[OPEN] 平日 9:00-20:00
日祝10:00-20:00

text : Yu Kato（国立本店）

アイコンイラスト : 福々ちえ

くにたち郷土文化館
国立市谷保 6231　☎ 042-576-0211
E-mail：bunkakan@sepia.ocn.ne.jp 
［OPEN］  9:00 -17:00（入館は16:30）
［休館日］ 第 2・4 木曜 ( 祝日の場合は翌日 ) 

sumika の
中西日波（ひなみ）さん

現在、くにたち郷土文化館では 4
本揃って展示中。所蔵元・国立市

“Play Me, I’m Yours” は2008年より
欧州から世界各地を巡回。55都市を
超え、1700台以上のピアノ設置へ。写
真は 2009年ロンドンでの様子。

　
2
0
1
2
年
7
月
に
緑
川
東
遺

跡
（
青
柳
1
・3
丁
目
）か
ら
出
土

し
た
4
本
の
大
形
石
棒
が
、
今
年

に
な
っ
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
国

立
市
が
所
有
す
る
文
化
財
と
し
て
は

初
め
て
の
こ
と
だ
。

　
長
さ
は
1
0
3
〜
1
1
3
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
22
〜
30
キ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
こ
の
石
棒
は
、
縄

文
時
代
中
期
末
〜
後
期
初
期
（
約

4
千
年
前
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
敷

石
遺
構
か
ら
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
、

4
本
並
べ
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ

た
。
男
性
器
を
模
し
た
形
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
子
孫
繁
栄
な
ど
を

祈
願
す
る
祭
祀
に
使
わ
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
。

　
興
味
深
い
の
は
、
当
遺
跡
近
辺
で

は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
石
は
採
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
群
馬
県
や
神

奈
川
県
あ
た
り
で
採
石
さ
れ
、
矢
川
を
利
用

し
て
こ
こ
ま
で
運
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
石
を

加
工
す
る
人
、
い
か
だ
に
積
ん
で
運
ぶ
人
…

今
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
社
会
的
役
割
や
交

流
が
、
縄
文
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
じ
つ
は
縄
文
時
代
か
ら
の
遺
跡
が
29
ヶ
所

も
あ
る
国
立
市
。
歴
史
の
教
科
書
で
し
か
知

ら
な
い
は
る
か
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
が
す
ぐ

そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
う
と
、
い
つ
も
の
景
色

も
違
っ
て
見
え
る
か
も
!?

text : Uesugi Hisayo

大形石棒が重要文化財指定街のピアノに集まろう！

国立に残る縄文人の営みと祈り“Play Me, I’m Yours Kunitachi 2018”

s
ス ミ カ

umika
金曜夜の、本屋な読書室

イベ
ント情報

日時：6月15日（木）～27日（火）
11：00 -19：00（水曜定休）
場所：ギャラリービブリオ
（国立市中1-10-38）
☎ 042-511-4368
国立ゆかりの作家（絵本作家、
イラストレイター、落語家、銭
湯絵師など）25人の「手描きう
ちわ」が勢ぞろい。どれもここ
でしか会えないオリジナルの一
点ものです。国立歩記ニャン太
の作者ひらまつみわさんも参加
しています。
入場無料。

今号の特集テーマに“心に太陽を”と
あることを受けて、お客さんに教えても
らったこの本を。冒頭にシンボルスカ
の詩を置き、最後の頁をリルケの詩で
閉じてあります。光を失った少女の旅
の話です。
「風に身をまかせれば どこかに たどり
つける?」この“?” があること。答えは
風に吹かれているわけでも、風の中にあ
り風が知っているだけでもない。飛ぶ
ことをためらわず、落ちることを恐れず。
「いくども まちがった電車にのり まち
がった駅でおりる」ことになろうとも、
生きていくことは心のもちようなのだ 
ろう。

今年も参加さ
れる降矢なな
さんの昨年の作
品「対三匹子
豚用うちわ」

［国立うちわ市］Vol.4 開催

text : 篠田宏昭

　
か
つ
て
は
三
十
数
軒
あ
っ
た
谷

保
の
梨
農
家
も
、
現
在
は
２
軒

の
み
。
梨
の
栽
培
は
天
候
に
左
右

さ
れ
短
期
間
に
多
く
の
人
手
を
必

要
と
す
る
作
業
の
た
め
、
生
産
農

家
だ
け
で
は
と
て
も
手
が
回
ら
な

い
。
そ
こ
で「
国
立
の
梨
を
残
し

た
い
」と
い
う
地
元
の
熱
い
想
い

で
「
く
に
た
ち
・
梨
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」が
2
0
0
0
年
に
結
成
さ
れ
、

春
の
受
粉
作
業
に
始
ま
り
、
摘
果
、

袋
掛
け
、
網
張
り
、
藁
敷
き
と
８

月
中
旬
の
収
穫
ま
で
作
業
を
お
手

伝
い
し
て
い
る
。

　
春
の
あ
る
日
、
体
験
ボ
ラ
ン
ティ

ア
で
訪
問
し
た「
さ
と
う
梨
園
」で

は
、
秀
玉
、
稲
城
な
ど
10
種
類
の

梨
を
育
て
、2
0
1
3
年
に
は
東

京
都
知
事
賞
を
受
賞
。
会
員
の
み

な
さ
ん
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
ポ

ン
ポ
ン
と
、
花
粉
を
ミ
ツ
バ
チ

の
代
わ
り
に
撒
い
て
い
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
き
っ
か
け

は「
土
に
触
れ
た
か
っ
た
か
ら
」

「
園
芸
や
果
物
の
栽
培
に
興
味

が
あ
っ
た
」「
定
年
後
の
運
動

不
足
解
消
に
」
と
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
が
、「
地
元
に
知
り
合
い
が

増
え
て
楽
し
い
で
す
よ
」と
の

声
も
。
８
月
中
旬
頃
か
ら
の
収

穫
期
間
中
は
農
園
で
も
直
売
が

あ
る
。

【お問い合わせ・ボランティアお申込み】
くにたち梨園ボランティア事務局
https://seisakusyo.jp/knv
☎ 070-1323-7474
E-mail：knv@kusanone.jp

text : Kumiko Isogai

左：この一面の花から最後に結実させる梨は３％程度。 右：受粉作業中。さとう梨
園では市内幼稚園や小学校の「収穫体験」も。

左：4月中旬に満開になる梨の花。 右：こちらは秀玉。

くにたち・梨園ボランティア活動中
“谷保の梨”秋の実りのお手伝い

　

来
年
の
3
月 

17
日
か
ら
２

週
間
、
国
立
の
街
の
あ
ち
こ
ち

に
、10
台
の
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
、

「
誰
で
も
自
由
に
弾
く
こ
と
が

で
き
る
」
画
期
的
な
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
。
英

国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ル
ー
ク・

ジ
ェ
ラ
ム
さ
ん
に
よ
る
‶Play 

M
e, I’m

 Yours

”
だ
。
こ
こ

国
立
が
、
日
本
で
は
初
開
催
地
と
な
る
。

　
ま
ず
市
民
か
ら
不
要
な
ピ
ア
ノ
を
寄
付
し

て
も
ら
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
団
体
が
ペ
イ
ン

ト
し
、
通
り
・
公
園
や
商
店
街
に
置
く
。
ピ

ア
ノ
の
周
り
で
誰
か
が
唄
っ
た
り
、
そ
の
場

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
か
も
。
ま
た
、
こ

の
様
子
を
写
真
や
動
画
に
収
め
、
世
界
中
で

シ
ェ
ア
で
き
る
ウ
ェ
ブ
も
あ
り
楽
し
め
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
地
域
の
様
々
な
専
門

家
も
関
わ
り
、
プ
ロ
セ
ス
か
ら
す
で
に
「
街

と
人
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
な
る
。

街
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
れ
る
絶
好
の
機
会
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【ご不要なピアノ寄贈募集中！・6/30（金）締切】
アップライト・ピアノ10 台必要です。ご不
要なピアノを寄贈いただける方は playme@
kunitachibiennale（くにたち芸小ホール・島
崎さん） までご連絡を。

text :  Martha Hasegawa

『書物変身譚』
読み物としてだけではな
い“本 ”というモノの面白
さを知った一冊。今福龍
太著 （新潮社）

sumikaおすすめ

増田書店選書

耳をすます


